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Build Live Kobe 2011開催概要 

2011年 8月 1日 

 

 参加方法 

Build Live Kobe 2011への参加方法は以下の 3つ 

・ 競技へのチーム参加 

・ オブサーバー参加 

・ 体験参加（検討中） 

 

 競技への参加登録 

Build Live Kobe 2011の競技へ参加するには、事前に登録が必要です 

・ 「参加登録」：期日までに所定の参加登録を行う。登録期間 8/1（月）～8/31（水）予定 

・ Build Liveの開催趣旨に賛同し、競技に参加いただけるチーム、個人 

・ アドホックなチームによる参加も可能 

・ 参加、登録は無料 

・ 以下のクラスを設ける。参加者はいずれかのクラスにエントリする。 

・ 実務クラス：実務者を想定した制限のないクラス 

・ 学生クラス：学生を対象としたクラス。先生の協力は可 

 

 オブサーバ参加のための見学者登録 

Build Liveには、チームで参加する以外にもオブザーバーとして参加できる。 

・ 「見学者登録」：登録期間 8/1（月）～10月中旬頃予定 

・ 全チームのデータ共有サーバを覗くことができる。公式Blogの更新情報などをメールで受け取る

ことができる 

 

 体験参加（検討中） 

・ チーム参加は無理で、オブザーバー参加だけでは物足りない方、楽しく参加できる Build Live

を検討中。 

 

 参加に必要な条件 

Build Live Kobe 2011では以下をインフラとして使用します。利用できるように事前準備してください 

・ ブロードバンドのインターネット接続 

・ 公式 Blog（http://blkobe2011.seesaa.net/）への参照アクセス 

・ データ共有サーバ：大塚商会 αオフィス（http://cabi.alpha-office.jp/）への投稿アクセス 

・ コミュニケーション：Facebookへの投稿アクセス 

・ Twitter：ハッシュタグ "#blkobe2011"。記録 Twilog 
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 参加の意義と実施コンセプト 

・ ＜設計者、学生向け＞BIM ソフトのこれまでにない使いこなしで魅せる 

・ ＜ゼネコン向け＞参加チームが広範な BIMの取り組みを実証する 

・ ＜新たに＞BIMプロジェクトに楽しく参加し体験できる 

・ 時節柄、防災、災害強度などの提案 

・ 参加時の省エネ、計画案の省エネなどの取り組みも義務付け 
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 評価基準 

・ 審査団による審査方針書を公式 Blogで事前公開 

・ IAI日本による勉強会（8月開催予定）にて評価方法を説明（Youtubeで公開） 

 

 審査団 

・ 松家 克 氏 武蔵野美術大学 理事、ARX 建築研究所 代表 

・ 渡辺 仁史 氏 早稲田大学 創造理工学部 建築学科 教授 

・ 池田 靖史 氏 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授、IKDS 代表 

・ 山梨 知彦 氏 日建設計 設計部門代表 

・ IAI日本 

 

 アワードの例 

前回までの開催で授与されたアワードと評価軸。 

・ コラボレーション：··································· 遠隔地コミュニケーションによる参加 

・ イノベーション、BIMテクノロジー： ············· 総合的な BIM活用 

・ デザインイノベーション： ·························· デザイン段階での BIM活用 

・ IFCデータ連携： ·································· IFC活用 

・ パフォーマンス： ···································· 少人数による成果物作成 

・ コンセプト、アイデア： ······························ BIM活用の新展開、新たなチャレンジ 

・ 環境設計： ·········································· 環境配慮の取り組み 

・ エンジニアリング： ·································· エンジニアリングへの BIM活用 
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 課題内容等 

・ 公式 Blog（http://blkobe2011.seesaa.net/）で順次公開 

・ Build Live開始時刻に最終的な設計条件を公式 Blogあるいはデータ共有サーバに掲載 

・ 課題は IFCデータの形で公開する 

・ 土地データは IFC形式で提供する（この IFCデータは CADで読めない。8月の勉強会で対応

方法を説明） 

・ IAI 日本が作成する BLK2011 モデリングガイドに沿った IFC データの提出を求める。モデリン

グガイドに沿った IFCデータの作成方法について、8月の勉強会で説明する 

 

 終了時点での提出物 

・ 中間成果物：データ連携に使用したデータや、チェックポイント確認用のデータを指定のデータ

共有サーバにアップする 

・ 審査用成果物：主催者が指定する提出物。指定時間までにアップロードする 

 

 終了後の提出物。提出は 9月 14日 

・ ドキュメントレポート：チームがどのように計画案を作成していったのか、計画案の作成、評価、選

択など局面毎に逐次レポートを記録し赤裸々に報告してください。レポートの担当者が必要にな

るかもしれません 

・ 省エネ報告書：チームには、省エネの取り組みを義務付ける。各チームでどのような省エネに取り

組んだかレポートする。省エネの対象は、計画案の運用時だけでなく、施工時、設計時のチーム

のアクティビティも含みます 

 

 審査手順 

・ 審査員による審査方針を事前公開 

・ 事前のアンケートによりチームの取り組み内容を把握する 

・ 開催期間中に、データ共有サーバへのアップロード状況を確認 

・ 事前のアンケート、ドキュメントレポート、アップロードされたデータなどを突き合わせ、チームの取

り組みを検証する。 

・ IAI日本で、参加チームと同じシミュレーション等を行って、結果を比較するなど 

・ IAI 日本で IFC 活用を中心とした技術的な取り組みについて審査。提出 IFC データが、

BLK2011モデリングガイドに沿った IFCかどうか検証。自動集計（スペースバリデーション）の実

施 

・ IAI審査の結果を踏まえ、審査方針に沿った審査 

・ Archi Future 2011 会場（10/7開催）にて、審査結果およびグランプリ発表。入賞チームによる

プレゼンテーション 

 

 競技の進み方 / データ共有サーバ 
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・ 主催者は、データ共有サーバの領域を各参加者に割り当てます。各参加者は、割り当てられた

領域に、提出物、中間成果物などをアップロードしてください。 

・ Build Live 中であっても他チームのデータ共有サーバの内容を参照できます。また、見学者も

データ共有サーバを参照します。 

 

 事前セミナー 

以下の趣旨で事前セミナーを開催します。各セミナーの映像、資料は Youtube、Blog などで公開し

ます。 

・ 7 月上旬：オリエンテーション（Youtube で公開）：開催宣言。開催趣旨説明。今回の BLx2011

の取り組みなど 

・ 8月上旬：BLK2011モデリングガイド、提供する IFC土地モデルの説明と、各CADでの対応方

法。BIM連携の例など 

・ 8 月下旬：直前説明会：開始 1週間前の頃を目途に競技についての質疑応答を中心とした説明

会を行う 

 

 終了後の提出物 

・ まとめシンポジウムを計画しています。受賞者にはパネリストを要請し、シンポジウム用の発表資

料の作成を依頼します。発表時間はパネル全体で 2時間程度。日程は 12月以降。 

・ Build Liveの作品集作成の際に執筆などを依頼 

・ IAIによる提出データ分析を行います。分析の際の問い合わせへの回答 

 

 広報活用 

・ 参加登録をいただいたチームには、事前にチーム紹介のためのアンケートを依頼します。 

・ Blog のアクセス記録などによると、Build Live 開催時は見学者を始め多くの方がこのイベントに

注目しています 

・ Blog、Facebook、Twitter、Youtube、UStream、メールなどで実況をリアルタイムに公開しま

す。主催者および公認マスコミによる取材にご協力ください 

・ 参加チームで自主的な広報活動を行っていただいてかまいません 

 

 提出物の再利用について 

・ アップロードされたデータは、IAI 日本が調査、研究、広報、宣伝のために無償で使用できるもの

とします。 

・ アップロードされたデータは、神戸市が当該地域の発展のための PR など、広報活動に使用する

ために、IAI日本から神戸市に提供されることがあります。 

・ 他のチームがアップロードされたデータの成果物の利用は、商業目的、誹謗中傷に類する目的

での使用を禁止します。また、他のチーム成果物を引用する場合、出典情報を明記してください 
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Build Live Tokyo 2011 の全貌 

 

 IAI 日本 事務局 http://www.building-smart.jp/ 

 Build Live事務局 mail：BuildLive@iai-japan.jp 

 


